
部局長会議議事要旨 

 

日 時 平成１９年１１月２０日(火) 午後３時２０分～４時３５分 

場 所 事務局３０１会議室 

出 席 者 鷲田総長 

西田、小泉、西尾、高杉、門田、武田、佐々木、辻 各理事 

杉本(外)、天野(文)、近藤(人)、三成(法)、本多(経)、小谷(理)、遠山(医)、米田(歯)、

豊田(工)、戸部(基)、金崎(言)、床谷(国)、今瀬(情)、近藤(生)、松川(高)、菊谷(微)、

川合(産)、月原(蛋)、大竹(社)、野城(接)、林(医病)、雫石(歯病)、古城(留)、 

江口(博)、工藤(大)、馬場(先端)、高橋(世界)、奥西(日日)、岸本(核)、竹村(サ)、

三間(レ)の各部局長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 守山(保)、金水(コ)、大和谷(総長補佐) 

欠 席 者 山元(薬) 

代理出席 小林(薬) 

 

○ 前回議事要旨（案）の確認 

前回（10月17日）の議事要旨（案）について、特に意見等があれば11月22日（木）までに

総務部総務課へ提出の上、確定することとした。（なお、同日までに意見の提出はなく、原案の

とおり確定した。） 

 

議 事 

 

 

１ 適塾記念講演会について 

適塾記念講演会を11月28日（水）に中之島センター佐治敬三メモリアルホールにおいて

開催する旨報告があり、併せて多数の教職員・学生の参加への配慮について依頼があった。 

 

２ 人権問題に関する講演会について 

人権問題に関する講演会を12月12日（水）に基礎工学部シグマホールにおいて開催する

旨報告があり、併せて多数の教職員・学生の参加への配慮について依頼があった。 

 

３ 平成１９年度卒業式・学位記授与式について 

平成20年3月24日(月)に挙行することとした卒業式について、①午前の部は文学部、人

間科学部、外国語学部、法学部、経済学部及び理学部の卒業生を対象に午前 10時から、午

後の部は医学部、歯学部、薬学部、工学部及び基礎工学部の卒業生を対象に午後1時からの

開式とし、記念講話は本学の卒業生である毎日放送アナウンサーの西 靖氏にお願いするこ

ととしていること、②学位記授与式は翌25日（火）の午前10時からの開式とすること、③

場所はいずれも吹田地区体育館とし、保護者等にはコンベンションセンター内においてモニ

ター映像で参観いただく予定としている旨、配付資料に基づき報告があった。 

また、外国語学部の旧課程である国際文化学科及び地域文化学科の課程を修了する卒業予

定者のうち成績優秀者各１名に楠本賞を授与すること、ただし、平成 23年度からは新課程



の外国語学科の１学科とする旨併せて報告があった。 

 

４ 事故発生時の報告について 

事故が発生した場合、危機管理上、情報把握が重要であるので、事故が発生した場合は迅

速に安全衛生管理部へ連絡願いたい旨依頼があった。 

 

５ 平成２０年度大阪大学年度計画（案）の作成について 

平成 20年度の年度計画（案）作成に係る部局の「教育・研究・社会貢献」に関する年度

計画の作成及び「業務運営の改善等以降」に関する部局の実状等の照会について、善処願い

たい旨依頼があった。 

 

６ 事務改革推進本部における検討状況について 

事務改革推進本部における検討状況として、同本部の下に置かれた各ＷＧの検討状況及び

改革事項の進捗状況について報告があった。 

 

７ エフォート管理への対応について 

複数の競争的資金により若手研究者を雇用する上で必要となるエフォート管理を行うた

めに導入予定の自主業務区分制度（案）について、配付資料に基づき説明があり、同制度を

実施することに伴い事務量の増加等が見込まれるが、若手研究者のキャリア形成に資すると

いう目的を理解いただき、各部局において対応願いたい旨依頼があった。 

 

８ 時間外労働等の実態調査（追加依頼）について 

時間外労働等の実態について、過去2年間に遡って調査を実施する旨報告があり、併せて、

勤務時間管理の徹底について留意願いたい旨依頼があった。 

 

９ 事務系職員の人員削減について 

事務組織の見直し等が実施されるまで暫定的に実施する事務系職員人員削減の平成 20年

度の実施方法について、配付資料に基づき説明があり、了承された。 

 

１０ 寄附講座等教職員及び非常勤職員の給与額について 

寄附講座等教職員及び非常勤職員の給与額の検討状況について、配付資料に基づき説明が

あった。 

 

１１ 事務系職員の再雇用等について 

事務系職員の再雇用について、再雇用委員会における選考状況の報告があり、併せて外部

資金等で定年予定者を特任事務職員として雇用する場合の年収額について、極端な高額は避

けるよう依頼があった。 

 

１２ 海外拠点の現状について 

海外拠点の現状について、配付資料に基づき報告があった。 

 

 



１３ 監事監査報告について 

USR（University Social Responsibility、大学の社会的責任）に関する監査結果につい

て、配付資料に基づき報告があった。 

 

１４ 平成１９年１０月分超過勤務実績について 

10月分の部局別の超過勤務実績について、配付資料に基づき報告があった 

 

（以上） 


